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（２）連結財政状態  

  

  

２．配当の状況  
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  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計）  （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高  営業利益  経常利益  四半期純利益  

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

26年３月期第３四半期  181,638 3.6 12,048 △5.7 11,964 △5.7 7,314 △4.7 

25年３月期第３四半期  175,407 1.6 12,772 △3.4 12,687 △4.2 7,676 2.3 

（注）包括利益  26年３月期第３四半期  7,617百万円 （△1.0％）    25年３月期第３四半期  7,694百万円 （3.2％）  

  
１株当たり  
四半期純利益  

潜在株式調整後  
１株当たり  
四半期純利益  

  円 銭 円 銭 

26年３月期第３四半期  234.31 － 

25年３月期第３四半期  245.92 － 

  総資産  純資産  自己資本比率  １株当たり純資産  

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

26年３月期第３四半期  750,571 125,429 16.7 4,005.31 

25年３月期  700,504 119,186 17.0 3,807.05 

（参考）自己資本  26年３月期第３四半期  125,033百万円   25年３月期  118,845百万円 

   
年間配当金  

第１四半期末  第２四半期末  第３四半期末  期末  合計  

   円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
25年３月期  － 20.50 － 22.50 43.00 
26年３月期  － 21.50 －       

26年３月期（予想）          21.50 43.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無     

  （％表示は、対前期増減率）

  売上高  営業利益  経常利益  当期純利益  
１株当たり  
当期純利益  

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期  240,500 2.8 16,000 △6.1 15,900 △6.0 9,600 △6.0 307.52 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無     



※  注記事項  

  

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示  

  

  

  

  

（４）発行済株式数（普通株式）  

  

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示  

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信

の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続は終了しておりません。  

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項  

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ

ての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将

来予測情報に関する説明」をご覧ください。  

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無     

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無     

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無     

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無     

③  会計上の見積りの変更                        ： 無     

④  修正再表示                                  ： 無     

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年３月期３Ｑ  31,243,223株 25年３月期  31,243,223株 

②  期末自己株式数  26年３月期３Ｑ  26,292株 25年３月期  26,024株 

③  期中平均株式数（四半期累計）  26年３月期３Ｑ  31,217,025株 25年３月期３Ｑ  31,217,203株 
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（１）経営成績に関する説明 

（第３四半期連結累計期間の連結経営成績） 

  

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府・日銀による財政・金融政策等を背景に、円安基調の

定着による企業業績の回復、消費動向の改善などアベノミクス効果が地域経済にまで波及し、景気回復に着実な広

がりが感じられるようになりました。 

また、平成25年12月発表の企業短期経済観測調査（日本銀行短観）では、企業の設備投資に関して収益回復を

背景に中小企業にも投資意欲の改善が表れる結果となっています。 

リース業界においては、平成25年11月累計のリース取扱高は、前年同期比3.2％増加の3兆2,020億円となりまし

た。（公益社団法人リース事業協会統計） 

このような経済環境の中、当社グループにおいては、引き続きベンダー営業を軸として、優良な営業資産の増

大を図りました。事務用・情報関連機器の更新需要の取り込みをはじめ、主要ベンダーとの連携強化と新規分野の

開拓を継続し、取扱高合計は前年同期比 ％増加の 億円と第３四半期連結累計期間で過去 高額となりま

した。併せて着実に積上げて来た営業資産残高も過去 高となりました。 

その結果、売上高は前年同期比 ％増加し 億円となりました。政府の金融支援策である中小企業金融円

滑化法の終了後９ヶ月が経過しましたが、貸倒れ案件の発生は引き続き低位に推移しました。しかしながら、前年

同期の貸倒費用戻し入れが影響して、営業利益は前年同期比 ％減少し 億円となりました。また四半期純利益

は前年同期比 ％減少し 億円となりました。これらの結果、第３四半期連結累計期間の連結業績は、前年同期

比で増収減益となりました。 

  

【リース・割賦】 

リース・割賦事業においては、主力である事務用・情報関連機器の取扱高が更新需要の取り込みなどにより、

前年同期比 ％増加しました。また医療機器は第３四半期連結累計期間としては過去 高を更新し 億円を突

破しました。環境関連機器など新規分野も伸長し、リース・割賦全体の取扱高は 億円と前年同期比 ％増

加しました。その結果、営業資産残高は前期末比 億円増加し、 億円となりました。 

リース・割賦事業の売上高は前年同期比 ％増加し 億円となりました。リース粗利の減少や前年同期の

貸倒費用戻し入れにより、セグメント利益は前年同期比 ％減少し、 億円となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

  前第３四半期連結累計期間

（自 平成24年４月１日 

至 平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間 

（自 平成25年４月１日 

至 平成25年12月31日）

増 減 

  金額 伸率(%) 

売上高（百万円）  175,407  181,638  6,230  3.6

営業利益（百万円）  12,772  12,048  △724  △5.7

経常利益（百万円）  12,687  11,964  △723  △5.7

四半期純利益（百万円）  7,676  7,314  △362  △4.7

１株当たり四半期純利益 245円92銭 234円31銭 △11円61銭 

（取扱高） 

リース・割賦事業（百万円）  201,307  227,198  25,891  12.9

金融サービス事業（百万円）  15,864  16,908  1,044  6.6

取扱高合計（百万円）  217,171  244,106  26,935  12.4

12.4 2,441

3.6 1,816

5.7 120

4.7 73

  

売上高（百万円） セグメント利益（百万円） 営業資産（百万円） 

前四半期

累計 

当四半期

累計 
増減 

前四半期

累計 

当四半期

累計 
増減 前期末 

当四半期

末 
増減 

リース・割賦  170,768  176,403 5,635 11,593 10,617 △975  504,815 534,014 29,198

金融サービス  3,713  4,035 321 1,735 1,835 100  91,209 95,462 4,252

報告セグメント計  174,482  180,439 5,957 13,328 12,453 △875  596,024 629,476 33,451

その他  925  1,198 273 163 176 13  12,785 16,105 3,320

合 計  175,407  181,638 6,230 13,492 12,630 △861  608,809 645,581 36,771

13.2 300

2,271 12.9

291 5,340

3.3 1,764

8.4 106



【金融サービス】 

金融サービス事業は、ローン商品の拡充も寄与し、取扱高が前年同期比 ％増加の 億円となりました。営

業資産残高は、前期末から 億円増加し 億円となりました。また、融資に加え売掛金集金代行サービス等手数

料収入についても、中期経営計画の目標である月間取り扱い件数100万件を達成するなど順調に伸長したことか

ら、売上高は前年同期比 ％増加し 億円となりました。セグメント利益は前年同期比 ％増加し 億円となり

ました。 

  

【その他】 

その他の事業は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、計測・校正・機器点検等の受託技術サ

ービス、及びリコーグループ会社への融資・ファクタリング取引等が含まれています。売上高は前年同期比 ％

増加の 億円、セグメント利益は前年同期比 百万円増加し１億76百万円となりました。 

また、その他の事業の営業資産残高は、前期末比 億円増加し 億円となりました。 

   

  

（２）財政状態に関する説明 

（資産の状況） 

*営業資産には報告セグメントの営業資産に加え、その他事業の営業資産を含めております。  

【総資産】 

総資産は、営業資産残高が前期末より 億円増加したことや、未収賃貸債権が 億円増加し、現金及び預金が

億円増加したことなどから、前期末比 億円増加し 億円となりました。 

  

【純資産】 

純資産は当四半期純利益による 億円の増加と、剰余金の配当 億円による減少等で、前期末比 億円増加

し、 億円となりました。自己資本比率は前期末の ％から ポイントマイナスの ％となりました。 

   

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

第３四半期連結累計期間の連結業績は順調に推移しており、平成25年10月22日に公表した平成26年３月期連結

業績予想は修正しておりません。 

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 

   

   

6.6 169

42 954

8.7 40 5.8 18

29.6

11 13

33 161

  

  

前連結会計年度末 

（平成25年3月31日） 

当第３四半期連結会計期間末 

（平成25年12月31日） 

増 減 

金額 伸率(%) 

 総資産（百万円） 700,504  750,571  50,066 7.1

 *営業資産（百万円） 608,809  645,581  36,771 6.0

 営業資産以外（百万円） 91,695  104,989  13,294 14.5

 純資産（百万円） 119,186  125,429  6,242 5.2

 自己資本比率（％） 17.0  16.7 ポイント △0.3

367 58

35 500 7,505

73 13 62

1,254 17.0 0.3 16.7

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
(1)四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 834 4,416

受取手形及び売掛金 17 16

割賦債権 54,831 63,396

未収賃貸債権 23,584 29,438

リース債権及びリース投資資産 444,268 463,979

営業貸付金 103,994 111,567

その他の営業貸付債権 41,356 41,571

その他の営業資産 8,870 8,241

賃貸料等未収入金 7,396 6,831

その他の流動資産 9,452 12,964

貸倒引当金 △10,631 △9,652

流動資産合計 683,975 732,770

固定資産   

有形固定資産   

賃貸資産 9,505 10,782

社用資産 515 454

有形固定資産合計 10,021 11,237

無形固定資産   

賃貸資産 234 214

その他の無形固定資産 1,573 1,731

無形固定資産合計 1,807 1,945

投資その他の資産   

投資有価証券 1,184 1,827

破産更生債権等 2,363 1,842

その他 1,835 1,540

貸倒引当金 △684 △592

投資その他の資産合計 4,699 4,617

固定資産合計 16,529 17,800

資産合計 700,504 750,571



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 20,493 14,914

短期借入金 134,235 125,571

1年内償還予定の社債 20,000 55,000

1年内返済予定の長期借入金 53,117 57,068

コマーシャル・ペーパー 19,000 32,000

未払法人税等 1,350 1,798

割賦未実現利益 4,024 4,358

賞与引当金 713 352

役員賞与引当金 23 －

その他の流動負債 39,188 39,404

流動負債合計 292,145 330,468

固定負債   

社債 75,000 60,000

長期借入金 210,786 230,658

退職給付引当金 632 688

その他の固定負債 2,753 3,326

固定負債合計 289,172 294,673

負債合計 581,317 625,141

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,896 7,896

資本剰余金 10,160 10,160

利益剰余金 100,590 106,531

自己株式 △46 △46

株主資本合計 118,601 124,541

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 243 491

その他の包括利益累計額合計 243 491

少数株主持分 341 396

純資産合計 119,186 125,429

負債純資産合計 700,504 750,571



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

売上高 175,407 181,638

売上原価 153,902 160,247

売上総利益 21,504 21,390

販売費及び一般管理費 8,732 9,342

営業利益 12,772 12,048

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 10 10

その他の営業外収益 18 17

営業外収益合計 28 28

営業外費用   

支払利息 12 14

社債発行費 84 78

投資事業組合運用損 － 8

その他の営業外費用 16 9

営業外費用合計 113 111

経常利益 12,687 11,964

税金等調整前四半期純利益 12,687 11,964

法人税、住民税及び事業税 4,705 3,902

法人税等調整額 252 694

法人税等合計 4,958 4,596

少数株主損益調整前四半期純利益 7,729 7,368

少数株主利益 52 53

四半期純利益 7,676 7,314



（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 7,729 7,368

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △34 248

その他の包括利益合計 △34 248

四半期包括利益 7,694 7,617

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 7,642 7,562

少数株主に係る四半期包括利益 52 54



該当事項はありません。 

   

   

該当事項はありません。 

   

   

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報   

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、計測・校正・機器点検等の

受託技術サービス、リコーグループ会社への融資、リコーグループのファクタリング等を含んでおりま

す。 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

該当事項はありません。 

  

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

  （単位：百万円）

  

報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
リース・割賦 金融サービス 計 

売上高           

外部顧客への売上高  170,768  3,713  174,482  925  175,407

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  －  －  －

計  170,768  3,713  174,482  925  175,407

セグメント利益  11,593  1,735  13,328  163  13,492

  （単位：百万円）

利益 金額 

報告セグメント計  13,328

「その他」の区分の利益  163

全社費用（注）  △719

四半期連結損益計算書の営業利益  12,772



Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年12月31日）  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、計測・校正・機器点検等の

受託技術サービス、リコーグループ会社への融資、リコーグループのファクタリング等を含んでおりま

す。 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

該当事項はありません。 

   

   

  （単位：百万円）

  

報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
リース・割賦 金融サービス 計 

売上高  

外部顧客への売上高  176,403  4,035  180,439  1,198  181,638

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  －  －  －

計  176,403  4,035  180,439  1,198  181,638

セグメント利益  10,617  1,835  12,453  176  12,630

  （単位：百万円）

利益 金額 

報告セグメント計  12,453

「その他」の区分の利益  176

全社費用（注）  △582

四半期連結損益計算書の営業利益  12,048
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